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5. フロンの漏えい量報告
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圏置重量霊童

フロンの漏えい量報告とは①

｜開

都
道
府
県

報告項目

・事業者の
名称・所在地

・フロン類算定
漏えい量（量、 l 毎
CO2換算量、 ｜空
全国集計及びI宮
都道府県集計、I立
一定量以上漏E ロ

えいした事業
所）

管理者

主 I t江主
主 l あ定蚕
圭 l る以と
轟 l 場上し
所 1 合のて
労 l 漏全
員 l え国

A事業所

，厚夙夙 志

向司

B事業所

｜匿冨重量露置※当該センターを活用したデータ集計が可能
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フロンの漏えい量報告とは②

管理者が保有する機器からどのくらいのフ口ン
が漏れ出ているか認識できれば、機器を適切に
管理するための意識を向上させることにつながり
ます。

一定量以上（ 1,000C02-t）のフ口ンの漏えいがある
場合には、管理者は算出されたフロンの漏えい

量を事業を所管する大臣に報告することが必要と
なりました。
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フロンの漏えい量報告とは③

事業所管大臣に報告された内容は、提出してい
ただいた管理者の名称を含めすべて公表される
予定です。

また、漏えい量が多い事業所がある場合は、その

事業所の漏えい量についても、合わせて報告す
る必要があります。

35 
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フ口ンの漏えい量の算定方法
機器から漏えいしたフロンの量を直接把握することはできま
せんので、充填回収業者が発行する充填証明書及び回収
証明書から（算定）漏えい量を算出します。

算定漏えい量（C02-t) = I（冷媒番号区分ごとの（（充填量（k箆） ー整備時回収量（k箆） ）× GWP))

【算定漏え
い量報告】
・算定漏えい量 I =I(
(C02-t）等

【充填証明書】

．充填した冷媒種
(R404A等）

－充填量（kg） 等

•• • II : 

漏えい量 ： 

【回収証明書】

－ E 整備時回収した
冷媒種（R404A等）

－整備時回収量（kg）等

冷媒番号区寸ごとの充犠量：改正法第37条第4項の充場証明書に記載された充填量（設置時に充壊した充填量を除く）
冷媒番号区寸ごとの回収量改正法第39条第6項の回収証明書に記載された回収量
冷媒番号区白ごとのGWP 環境大臣・経産大臣・事業所管大臣が告示等で定める値 (IPCC第4次報告書の値とする予定）

※算定にあたっては、管理者の全ての機器について交付された充填誕明書及び回収証明書の値から算出する必要があります。

×GWP) 
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充填証明書圃

回収証明書について

6. 
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充填証明書・回収証明書について①

国
〈
政
府〉

ホ－・6・ ·�·・・：．・ー．・’ : INEWI : ー・．：
」田園圃・園圃｝
・ー－－－－ 一ーー－－－－ . � ー . －

’ 

． ． 

1・・........」・・
・

’

： 

..管理者
::1器の適切な設這．直正
な使用罷墳の弛持、f:'11保

＠接器の定期的な点検
＠フ口ン窓漏えい時の対応
。白器の時備の記長・保存

情
報
処
理
セ
ン
タ
ー

L竺翌三｜

破壊業者

もi 充横回収集者

己竺竺」

司ームi再生業者

一一一一 一 一一一一一一一 一 一
一 一
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充填証明書・回収証明書について②

フ口ンの充填 ・ 回収が行われた時は、その都度、充填回収業者

はフ口ンの漏えい量報告の基礎資料として必要な情報等を記

載した充填・回収証明書を管理者に対して書面で交付すること

が義務付けられました。

なお、充填回収業者が管理者の承諾を得て、充填 ・ 回収したフ

ロンの種類や量などを情報処理センターに登録することで、充

填 ・ 回収証明書の交付に代えることができます。

39 
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充填証明書・回収証明書について③

。充填証明書の記載事項

①充填証明書の交付年月日
②整備を発注した管理者（自らが充填回収業者である場合を含む。）

の氏名又は名称及び住所
③フ口ンを充填した機器の所在（具体的な店舗の住所等の設置

場所が特定できる情報）
④フロンを充填した機器が特定できる情報（機器番号その他

製品の識別が可能な番号等）
⑤フ口ンを充填した充填回収業者の氏名文は名称、住所及び

登録番号
⑥フロンを充填した年月日
⑦充填したフロンの種類ごとの量及び冷媒番号別の区分ごとの量
⑧当該第一種特定製品の設置に際して充填した場合文はそれ以外の整備に際して

充填した場合の別

※回収証明書は、上記①～⑦の「充填Jを「回収Jと読み替えた内容となります。
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充填証明書・回収証明書について④

・充填証明書の交付方法
①充填証明書に記載された事項に相違がないことを

確認の上、書面にて交付する必要があります。

②機器にフ口ンを充填した日から30日以内に交付
する必要があります。

※充填証明書については、現状、整備業者等により、作業終了報告として充填量等の

情報提供が既にされている実態を考慮して、特段の法定様式は定めていません。

また、証明書記載事項及び交付方法が満たされていれば、複数の証明書を一枚に

まとめて交付することは差し支えありません。

※回収証明書は、上記の「充填 J を「回収」と読み替えた内容となります。
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